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目的：本県には自死遺族の援助グループがないことから、行政が率先して、グループ作りを試みた。
方法：自死遺族相談など、自死遺族への具体的な個別支援と、当センターのこれまでの家族会や当事者支
援の経験を生かし、平成⚑⚘年度より準備を開始した。交流会を結成することを目標として、学習会や準備
会を計画し、段階的に取り組んだ。
結果：自死遺族のわかちあいを中心としたグループ支援は、平成⚑⚙年度から定期的な自死遺族交流会とし
て結実し、月⚑回の頻度で開催され、⚒年余りが経過した。毎回数名の参加者を得て、軌道に乗せること
ができた。長野県南部での開催の要望に応え、活動の場が広がり、現在、県下⚒箇所で開催している。
考察：自殺のポストベンションとしても重要な自死遺族支援を広げていくためには、地域の保健活動と結
びつくことが不可欠である。自死遺族支援が自殺予防対策を推進していくために、どのような役割を果た
せるか考察した。

Key words: ポストベンション（postvention）、自死遺族グループ支援（support group of the survivors 
of suicides）、自助グループ（self-help group）

Ⅰ．は じ め に 

　平成⚑⚘年に自殺対策基本法が施行され、平成⚑⚙年に
自殺対策大綱が策定された。自殺対策基本法は、国や
地方自治体で自殺対策を取り組むべき根拠となり、自
殺対策大綱には、国や地方自治体が自殺対策に関して
何をやるべきか具体的内容が示されている。自死遺族
支援もそのひとつである。
　当精神保健福祉センター（以後センターとする）で

開催した研修会で、センターに自死遺族のための会設
立への支援の要望が出された。県内では、当時、手つ
かずの分野であったことを踏まえ、行政が率先して、
自死遺族のわかちあいのグループ作りを試みた。行政
が主導して自死遺族のグループ支援をするのは珍しく、
まだ会のない隣県からも参加希望が寄せられた。民間
の自助グループが少ない地域においては、本県のよう
な行政主導型のグループ支援が必要だと考えられる1
。
　当センターではこれまでに自殺予防、危機介入、自
死遺族への支援を自殺対策事業�
として展開し、平成
⚑⚙年度当初に自死遺族の会を設立し、現在に至ってい（⚒⚐⚐⚙年⚕月⚓⚑日受付，⚒⚐⚐⚙年⚗月⚒⚒日受理）
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るのでここに報告する。

Ⅱ．方 法 

　自死遺族の会の設置の要望と会立ち上げの計画段階
について述べる。
A　平成⚑⚗年度の自死遺族支援の啓発事業

　平成⚑⚗年度には一般住民を対象に「自死遺族支援を
通して自殺予防を考える」と題して講演会を開催した
ところ、自死遺族の参加者から長野県にはわかちあい
の会がないことから、当センターでの設立支援の要望
が出された。県内の民間の会に自死遺族支援を依頼し
たが、遺族の心のケアは難しすぎる分野であることを
理由に現状では無理との回答であった。行政が立ち上
げることについて検討した結果、今までセンターでは
様々な自助組織を育成した経過があり、自死遺族支援
に関しても独り立ちを目指して支援することが必要と
考えた。
B　自死遺族の会発足に向けて

　自死遺族の会の設立支援のために段階的に、学習会
と準備会を計画した。交流会の定期的な開催、発展状
況を表⚑に整理した。
ᾇ　平成⚑⚘年度の学習会開催状況

　自死遺族の会を設立するにあたり、まず平成⚑⚘
年度当初セミナー形式でわかちあいについての学
習会を⚒日の日程で計画した。その内容が、長野
いのちの電話主催の自殺予防のための公開講座の
記事に併せて、地元新聞�
に掲載されたところ、
反響が大きく、学習会への参加を希望する声が数
多く寄せられた。参加状況は表⚒のとおりであっ
た。延参加者数は⚓⚖人、実人数は⚒⚒人、その内訳
は男性⚔人、女性⚑⚘人となっていた。

ᾈ　平成⚑⚘年度末の準備会の開催
　外来講師による学習会をへて、平成⚑⚘年度末に
は、当センタースタッフ（保健師⚒名）による自
死遺族の会準備会を⚒度開催した。学習会参加者
に、自死遺族によるわかちあいの準備会について
案内をするとともに、市町村に対し周知依頼をし
た。市町村の中には広報誌や有線放送による対応
もあり問い合わせが出てきた。参加状況は延人数
⚑⚕人、実人数⚑⚓人であった。参加者からは、「学
習会からのスタートであったため、示唆を与えて
もらえることを期待して参加したが、辛い気持ち
を親身に聞いてもらい、同じような辛さを抱えて
いる人に出会え、グループの中で安心して胸の内

表⚑　「自死遺族交流会」の設立支援の事業取組の一覧

平成⚒⚐年度平成⚑⚙年度平成⚑⚘年度
自死遺族交流会（会の名称を
“あすなろの会”とした）

自死遺族交流会自死遺族のための学習会事業名

毎月⚑回定期開催毎月⚑回定期開催必要性についての学習会内容等
伊那地域自死遺族交流会自死遺族向けリーフレットの

作成
自死遺族のためのわかちあい
の会準備会

事業名

⚙月と⚓月に開催交流会の紹介と悲しみのプロ
セス等、掲載

⚒月と⚓月に開催内容等

自死遺児の会（遺族のみが参
加する交流会）

事業名

夏休み期間に⚑回開催内容等

表⚒　参加状況 単位：人

計⚑⚐年
以上

⚕年～
⚑⚐年
未満

⚔年～
⚕年
未満

⚓年～
⚔年
未満

⚒年～
⚓年
未満

⚑年～
⚒年
未満

⚑年
未満

参加までの期間＊

自殺者との関係
⚑⚐⚑⚑⚒⚖子ども
⚙⚑⚒⚒⚓⚑配偶者
⚒⚒親
⚑⚑兄弟
⚒⚒⚓⚑⚑⚔⚒⚑⚐⚑計

（表⚒は平成⚑⚘年度の学習会への参加者実人数）
＊参加までの期間とは：家族が自死されてから学習会に参加するまでの期間
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を語ることを通して、癒しと気づきの力を得るこ
とができた」との感想も聞かれた。
　当センターでは事業を開始する前に、スタッフ
が自死遺族へのわかちあいの会を運営している
NPO法人グリーフケア・サポートプラザ4
を訪れ、
ファシリテーターの役割について研修をした。
　参加にあたり安心して語れる場とするため、①
守秘義務の徹底、②匿名性の重視、③悲嘆比較を
しない、④事柄でなく感情にふれる話しをする、
⑤話したくない時は話さなくともよい、⑥自死遺
族のみの参加とすることの⚖点の約束事をした。
この内容を毎回会の最初にスタッフが説明するこ
とでルールは現在まで守られている。

Ⅲ．結 果 

A　平成⚑⚙年度からの定期的な自死遺族交流会の発足

　将来的には自助グループとしての自立を目指した
「自死遺族交流会」を平成⚑⚙年度⚔月から月⚑回土曜
日に長野市内で開催している。保健所、市町村に周知
し、学習会・準備会参加者にも案内した。また、当セ
ンターホームページに掲載した。
　平成⚑⚙年度と平成⚒⚐年度の⚒年間の参加者の状況は
表⚓のとおりである。
　⚒年間の参加者の実人数は⚓⚗人であり、毎回の平均
参加者は⚗．⚙人となっている。参加までの期間は自殺
後⚑年未満の参加者が最も多く⚑⚒人（⚓⚒．⚔％）と⚓分
の⚑近くになっていた。参加実人数の⚓⚗人のうち男性
参加者は⚙名、女性⚒⚘名であった。また、配偶者の自
殺よりも子どもの自殺の方が、自殺既遂時点から早め
の参加希望が多い傾向にあった。子どもの自殺は⚑⚐歳
台から⚓⚐歳台に亘っており、⚒⚐歳台が最も多かった。
配偶者では⚔⚐歳台から⚕⚐歳台の働き盛りの中高年と
なっていた。

　自死遺族交流会への参加の条件は自死遺族または関
係者（スタッフ）に限定しており、スタッフは毎回、
当センター保健師が⚒名参加している。（⚑人がファ
シリテーターの役割を果たす）ただし、当センターか
ら異動した保健師が純粋なボランティアとして参加す
ることがある。
　自死遺族交流会は以下のような会の進め方をとって
いる。
ᾇ　受付にて初回来所時に「アンケート」の実施
（簡単に自死者との関係等）
ᾈ　会のルールについてスタッフから説明（会での
ことは他では話さない・話したくない時には話さ
なくともよいこと等）
ᾉ　簡単に自己紹介・わかちあい
ᾊ　コーヒータイム…セルフサービス
ᾋ　今日の会の感想を述べ閉会
B　平成⚑⚙年度のその他の自死遺族支援のための活動

ᾇ　自死遺族向けのリーフレットを作成し、関係機
関に配布した�
。
ᾈ　自死遺族支援全国キャラバンin長野の開催�


　自死遺族支援を活動の柱の一つにしている
NPO法人ライフリンクと協力し、平成⚒⚐年⚒月
⚒⚔日、長野市で全国キャラバンを開催した。
ᾉ　平成⚒⚐年⚓月には保健所保健師向け研修会の開
催�


　身近なところでの支援を進めるため、地域の保
健所に自死遺族に関する相談窓口の設置を期待し、
遺族の語りを盛り込んだ、保健所保健師への専門
研修を開催した。

C　平成⚒⚐年度の自死遺族交流会の展開

　平成⚒⚐年度は、参加者の要望に応え、夏休みに親を
亡くした自死遺児のグループを開催した。また、 南北
に長い当県は全県で⚑箇所のわかちあいの会では遠距

表⚓　参加状況 単位：人

計⚑⚐年
以上

⚕年～
⚑⚐年
未満

⚔年～
⚕年
未満

⚓年～
⚔年
未満

⚒年～
⚓年
未満

⚑年～
⚒年
未満

⚑年
未満

参加までの期間＊

自殺者との関係
⚑⚔⚑⚑⚒⚒⚓⚕子ども
⚑⚓⚑⚑⚑⚔⚓⚓配偶者
⚗⚒⚑⚔親
⚓⚑⚑⚑兄弟
⚓⚗⚒⚑⚒⚓⚙⚘⚑⚒計

（表⚓は平成⚑⚙年度と平成⚒⚐年度の自死遺族交流会への参加者実人数）
＊参加までの期間とは：家族が自死されてから交流会に参加するまでの期間
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離で参加できないという声もあり、伊那地域でも長野
地域とは別個に、⚒回開催している。また、今のグ
ループを自助グループ化に向けて支援を継続するとと
もに、自助グループとなっても活動が継続できるよう
に、会員拡大、保健師等のスタッフ研修及び個別相談
への支援を実施していく予定である。平成⚑⚙、⚒⚐年度
も自殺予防週間に向けた自死遺族のメッセージを作成
した�
。また、内閣府の自死遺族支援の全国研修会に
も協力した�
。
D　平成⚑⚙、⚒⚐年度の自死遺族交流会の実績

　最後に、当センター主催の自死遺族交流会のそれぞ
れの年度に⚑⚒回ずつ開催された参加状況をまとめたい。
参考のために、⚒回開催した伊那地域の交流会の参加
状況も報告する。
ᾇ　参加人数は表⚔の通りであり、⚒年間の延参加
者は⚒⚐⚖人であり、平均参加者は⚗．⚙人となってい
る。

ᾈ　県内の参加者の居住地域は表⚕の通りである。
長野地域で開かれた自死遺族交流会には、全県か
ら参加している。しかしながら、伊那地域のデー
タを見ても、潜在的ニーズがいかに、南信地区に
高かったかがわかる。

ᾉ　自死遺族交流会の参加の動機は表⚖の通りであ
る。伊那地域は市町村広報を見て参加した方が多
かった。

Ⅳ．考 察 

　本県では、当センターが開催した講演会において、
自死遺族のための会設立への支援の要望が出されたこ
とが開催へのきっかけとなったが、民間の自助グルー
プがいくつもある都市部と違い、社会資源の乏しい地
域においては行政主導型の自死遺族支援グループが必
要だと考えられる1
。
　自殺予防総合対策センターが調べた結果によると、
本県は福岡市を端緒とする⚗番目の行政主導型の自死
遺族支援グループである1
。政令都市を含めた都道府
県において、行政が関与する支援グループが設置され
ている箇所は⚒⚐⚐⚘年⚓月時点で⚓⚕．⚙％である1
。本県
の自殺率は全国中位であるが、自殺者数は多く、自死
遺族も多いため、自死遺族に対する支援は重要である
と考える�
。当センターでは、平成⚑⚔年度に自殺率は
決して高くない佐久地域での自殺に関する意識調査へ
の協力を行った。無作為抽出で選ばれた中年期の地域
男女住民⚕⚐⚐人に、身近な縁者・知人が自殺した経験
の有無について質問したところ、男性では⚓⚐％、女性
では⚒⚕％がありと回答し、自死遺族支援の重要性を認
識できた�
。
　参加者の傾向を見てみると（表⚓）、毎回新しい参
加者がおり、自殺から⚑年未満の方の参加希望が増え
つつある。この方たちは、交流会に気持が動揺しなが
らも、漸く出席できていることが窺えるため、当セン

表⚔　参加人数 単位：人

平均
参加者

延べ実人員
⚗．⚕⚙⚐⚒⚘Ｈ⚑⚙年
⚗．⚘⚙⚔⚓⚐Ｈ⚒⚐年
⚑⚑．⚐⚒⚒⚑⚗伊那地域
⚗．⚙⚒⚐⚖⚗⚕合計

表⚕　参加者の居住地域 単位：人

県外等北信中信南信東信
⚑⚑⚔⚓⚔⚖Ｈ⚑⚙年
⚐⚑⚒⚘⚖⚔Ｈ⚒⚐年
⚑⚐⚓⚑⚓⚐伊那地域
⚒⚒⚖⚑⚔⚒⚓⚑⚐合計

表⚖　参加の動機

伊那地域Ｈ⚒⚐年度Ｈ⚑⚙年度
割合（％）人数（人）割合（％）人数（人）割合（％）人数（人）動機
⚐⚐⚒⚖．⚗⚘⚓⚕．⚗⚑⚐センターから通知
⚔⚑．⚒⚗⚑⚓．⚓⚔⚑⚔．⚓⚔市町村広報
⚑⚗．⚗⚓⚒⚐．⚐⚖⚑⚗．⚙⚕新聞を見た
⚕．⚙⚑⚖．⚗⚒⚑⚐．⚗⚓知人の紹介
⚑⚗．⚗⚓⚓．⚓⚑⚗．⚑⚒ライフリンクの紹介
⚑⚗．⚗⚓⚒⚐．⚐⚖⚗．⚑⚒ホームページを見て
⚐⚐⚑⚐．⚐⚓⚗．⚑⚒その他（主治医から等）
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ターとしては慎重に対応している。自殺から概ね⚑年
を経過した頃から、「こんな辛い思いを人はどうやっ
て乗り越えたのだろうか」とか「この辛さを同じよう
に体験している人がいるのだろうか」と自覚されて、
初めて自死遺族交流会への参加希望が明確になる傾向
があると思われる。そのため、⚑年以内の参加者の場
合は個別ケア・医療も視野に入れた対応をする必要が
あると考える。
　当センターでは「自死遺族交流会」の運営を継続し
ているが、地域、対象者による特性や違いもあるため、
それぞれのニーズにそった市町村及び民間団体での運
営への広がりが今後の課題である。肉親の自死の悲嘆
といかに付き合うかという作業、即ち、グリーフワー
クは自殺予防になると考えられ、これはシュナイドマ
ンがポストベンションという言葉を作り、未遂者家族
と自死遺族の事後ケアの必要性を強調したことが基に
なっている�
。自殺が繰り返されないような事後のケ
アを、予防と介入に加え、第⚓の自殺予防対策の軸と
して、ポストベンションが組み込まれたわけである�
。
すなわち、自死遺族ケアに行政が積極的に関わること
により、行政として、予防啓発（一次予防）や介入対
処（二次予防）の必要性を認識できて、自殺予防対策
全体に寄与できる可能性がある1�
。
　ファシリテーターは当事者でないスタッフの保健師
⚑名が担当している。参加者同士の交流、共感、支え
あいを主眼とし、自分を肯定できる感情が出たときに
は、積極的に支持することをこのグループでは大切に
している。あしなが育英会で活動していた元奨学生遺
児11
が時々ファシリテーター支援として参加すると、
親近感に満ちた雰囲気があり、このことは当事者ファ
シリテーターの強みといえよう。
　平成⚑⚙年⚑⚐月市町村担当者への自殺対策の実施状況

に関するアンケートをとり、地域での自死遺族支援に
ついて、市町村に質問したところ、自死遺族の相談を
受けたことの有無については、相談を受けたことがあ
る－⚑⚔（⚑⚘％）で、相談を受けたことがない－⚖⚓
（⚘⚐．⚑％）という結果であり、市町村で自死遺族の相
談を受けることは少ないことがわかった。各自治体ご
とに、自死遺族が相談しやすい場が増えることで地域
における自殺対策の必要性も認識が高まると思われる。
（相談対応の内容は傾聴・当センターの相談スタッフ
への紹介・医療機関の紹介・遺族交流会の紹介、等で
あった）しかし、自殺対策全般では、平成⚒⚐年⚘月の
調査1�
によれば、⚒⚒．⚒％の市町村が実施していた。
　最後に、自死遺族支援における保健師の役割につい
て利点と課題を表⚗にまとめた。
　地域保健活動のなかで保健師が自死遺族支援に取り
組める重要な役割を担えるところは以下の点にあると
考えられる。
　自殺予防を展開するために、自死遺族支援は不可欠
であり、自死遺族自身が支援しあう自助グループは最
も効果的な方法と考えられるが、地域の偏見や誤解も
強い中で、声を上げていくことは困難な現状である。
遺族が孤立し深い苦しみの中にいる時、誰が声をかけ
られるか、遺族は誰に安心して話せるかが支援の鍵に
なると思われる。地域で得た情報を、遺族同士の繋が
りとして展開させるには、従来の保健師活動で当事者
会や家族会、断酒会を支援してきた方法論が生かせる。
また、自死という現実に遺族や支援してきた関係者は
様々に心の葛藤を起こすため、自殺相談を受けた後の
保健師自身をサポートする体制も整えていく必要があ
る。

表⚗　自死遺族支援における保健師の役割

ᾇ　保健師が支援する上での利点
・地域の保健師は住民から情報を得やすく、自死遺族の把握ができやすい
・地域の背景を知ったうえでの対応が可能
・孤立した遺族同士を繋げる役割を担える
・地域保健活動の中で、精神障害当事者会や断酒会、等自助グループ支援の経験がある
・地域の医療や福祉関係、等社会資源を把握している
ᾈ　支援するための課題
・地域の情報を知り身近過ぎるという点で遺族が相談を躊躇する場合もある
・保健師の自死に対する学習が不足、スキルの不足
・自殺予防に関する問題への介入に困難を感じている
・地域や行政でも自死に関して偏見があり閉鎖的
・保健分野の対応での限界がある
・業務の優先順位が高いわけではない
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⚑）自殺予防総合対策センター：都道府県・政令指定市における自殺対策および自死遺族支援の取組状況に関する調査報告
書．東京，⚒⚐⚐⚘．

⚒）長野県精神保健福祉センター：自殺関連相談レビューvol. 1．長野市，⚒⚐⚐⚙．
⚓）信濃毎日新聞：残された悲しみ分かち合う場に．⚒⚐⚐⚖年⚑⚐月⚘日
⚔）グリーフケア・サポートプラザ：自ら逝ったあなた，遺された私　家族の自死と向きあう．朝日選書，⚒⚐⚐⚔．
⚕）内閣府：平成⚒⚐年度自殺対策白書．東京，⚒⚐⚐⚘．
⚖）平山正実：保健師等の支援者の自死遺族とのかかわり方の難しさとその克服を目指して．平成⚑⚙年度厚生労働科学研究
費補助金（こころの健康科学研究事業）「心理学的剖検データベースを活用した自殺の原因分析に関する研究」研究報
告書

⚗）内閣府自殺対策推進室：平成⚒⚐年度民間団体による自死遺族支援のための分かち合いの会支援事業報告書．東京，⚒⚐⚐⚙．
⚘）小泉典章，出澤総子，髙橋明日香：長野県における平成⚑⚙年の自殺者の傾向について．信州公衆衛生雑誌⚓ᾈ：⚕⚓　
⚕⚘，⚒⚐⚐⚙．

⚙）清水新二：社会問題としての自死遺族支援．現代のエスプリ⚕⚐⚑：⚑⚐　⚓⚐，⚒⚐⚐⚙．
⚑⚐）伊藤弘人：自死遺族を支えるために．～相談担当者のための指針～自死で遺された人に対する支援とケア．平成⚒⚐年度

厚生労働科学研究補助金（こころの健康科学研究事業）自殺未遂者および自殺者遺族等へのケアに関する研究．
⚑⚑）自死遺児編集委員会，あしなが育英会：自殺って言えなかった．サンマーク文庫　⚒⚐⚐⚕．
⚑⚒）髙橋明日香，小泉典章，出澤総子，雨宮洋子：平成⚒⚐年度市町村別調査からみた長野県におけるこころの健康づくり事

業の実態．信州公衆衛生雑誌⚓ᾈ：⚔⚑　⚕⚒，⚒⚐⚐⚙．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ⅴ．終 わ り に 

　当センター開催の研修会で、自死遺族の交流会設立
支援の要望が出され、行政が率先した自死遺族のわか
ちあいのグループ作りを試みた。自死遺族交流会を結
成することを目標に、平成⚑⚘年度より学習会や準備会
を計画し、段階的に取り組んできた。平成⚑⚙年度から
定期的な自死遺族交流会が月⚑回の頻度で開催され、
⚒年余りが経過している。現在、長野県北部のみなら

ず、南部での開催の要望に応え、県下⚒箇所で開催さ
れている。また、夏休みには、自死遺児の会も開かれ
ている。今後、このような経験を生かし、自死遺族の
わかちあいの会が各地に誕生することを望みたい

謝 辞 

　平成⚒⚐年度からの伊那地域で自死遺族交流会の開催
にご尽力いただいた伊那市役所と伊那保健福祉事務所
の皆様に感謝申しあげます。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile ()
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


